千葉県市原市の文化と信仰【奈良の大仏－将門伝承－】　　　　　　　　　　　　　　October 4, 2008

市原市村田川の伝承【平将門と桔梗御前】
― 菊間・永吉・奈良 ―

伝承文学
　交易のルートに乗って，信仰を伴った形で伝承される。

· 聖徳太子信仰　養老川

　　　五井［龍昌寺］－国分寺［太子堂］－牛久真ヶ谷［太子堂］

· 将門伝承　村田川

　　　菊間［平親王塚］－永吉［平親王野］－奈良［大仏］
中央との関係が重視される。
　　龍昌寺　法隆寺・四天王寺・龍昌寺

　　聖徳太子：天皇の系譜に繋がる人物

　　　　　　　文字による情報管理，国家の形成（王法＝仏法）

　　平将門　天皇の系譜に繋がる人物

　　　　　　　平家物語（落人）と同じく悲劇
■奈良の大仏

→ 市原市史別巻昭和54年11月 P.428

村田川沿いの伝承
村田川の対岸の「古市場」がキーワード？　江戸時代に五大力船を中心とした交易が，浜野－江戸間で活発に行われる。「市」に関わるこの地を核にして，交易のルートに乗った平将門伝承（信仰に基づく語り）があった？
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(1)奈良（村田川の源流）
平将門が，南都に擬して奈良と称し，廬舎那仏（ルシャナブツ）立像を建てたといわれている。
基石「承平元年辛卯春建立 再三之造立 文化元
甲子十月十六日 上総国市原郡奈良村」
当初の大仏は銅像，将門の建立？
(2)平親王山

菊間（八幡宿の東側の丘沿いのあたり）の北端，平親王山の竹藪中に古い石碑があった。（四層，高さ七許，応安第五年十二月三日
と刻まれていた。このあたりに，人見山から逃れてきた将門が居住した。
碑は，平親王将門を祀るためのものであり，平親王山の麓の坂を「塔の坂」という。

ある説に曰く，平将門が没した後に遺物を埋めた。

風邪をひくと，碑の頭部を下ろす。風邪が快癒すると元に戻した（市原市史別巻P.13）。

平親王山の石碑（親王塚古墳の墳上にあった！）は，現在は国分寺の入口にある
。

 (3)永吉の吉野台
（浜野ゴルフクラブのあるところ？）

　 吉野台は，平親王野という。

　 平将門の妃桔梗の前の墳墓のあるところ。この地の桔梗は，花を有せず。

　　桔梗御前は，俵藤太秀郷の妹であり，容色万人にすぐれ，将門は一目見て恋に落ち妃としようとした。また武勇にすぐれた秀郷と意を通じるべく，人を介して秀郷に連絡をした。

　　秀郷が将門の館に来ると，将門はあたかも髪を梳（くしけず）っている最中であったが，喜びのあまり髪を支えて出迎えた。秀郷は，その姿があまりに軽疎に思えて共にことをなすべき相手ではないと悟り，将門の敵にあたる平貞盛に属し，たびたび将門と戦うことになった。

　　将門には七人の影武者がいて，いつも同じ装いをしてそばにいた。将門の部下でも真偽のほどはわからなかった。
　　どこに本物の将門がいるのかわからないため秀郷は大いに困り，妹の桔梗に事の次第を告げ，将門のもとに行って真偽を報告するよう命じた。

　　そこで桔梗は相馬に至り【HELP!：相馬（市原市にもある？）】，偽りのことばを将門に告げるのであった。

　　　「わたくしは，あなた（将門さま）のこころを聞くに及んで恋々の思いせつなかりしも，家兄が頑迷なため恋する思いを果たすことができませんでした。そこでついに家出をして，こうしてやってまいりました。もし願いをお聞き届けくださいますならば，いつもおそばに置いてください」

　　将門は喜び，妃とした。

　　桔梗は，すぐに書状をしたためて兄に本物の将門について通報した。

　　島広山の戦いで秀郷は将門に勝利し，将門を敗走させ，平貞盛は将門を討ち取ることができた。

　これは，すべて桔梗の功であった。

　　しかし，桔梗は，将門の死を知るや，奈良へ走りそこで自刃して果てた。

　　里の人たちはこのことを哀れみ，桔梗御前を厚く葬った。その後，この地では桔梗を有することはなかった。（HELP!：奈良に桔梗御前にまつわる塚や碑文は？）
(4)国分寺

　　天慶三年(940)平将門の賊党が国分寺に立て籠もった。そこで，官軍が火を放って攻めた。このとき，堂宇はすべて灰燼に帰した。(鐘は，このときに転がして池に沈めた，という伝承あり)

(5)姉崎神社

天慶三年九月，平将門叛乱のときに，朝廷は勅使を使わし逆賊降伏の祈願を修し，剣一口を納めた。いま，その剱は神殿にしまってある。

(6)島穴神社

　　天慶三年二月，勅があり，朝敵（将門）降伏の祈願を修した。

(7) 八幡信仰

　平将門は『将門記』では939年に上野の国庁で八幡大菩薩よりの神託をうけて「新皇」を自称した。このように八幡神は武家を王朝的秩序から解放し、天照大神とは異なる世界を創る大きな役割があり、武家が守護神として八幡神を奉ずる理由であった。（wikipedia「将門記」）

■ 菊間 [姫宮古墳・親王塚古墳]

　古墳時代：養老川を境に，菊間国と上海上国とがあった。菊間は，菊間国の中枢部。

　菊間国：村田川沿いに早い時期に稲作技術が導入され発展した。菊間は菊間国造が住んだところ。
　　→ 若宮八幡宮　（市原市における古代史を考えるとき，きわめて重要な神社のひとつ）

　　姫宮古墳・東関山古墳・菊間天神山古墳（円墳）・新皇
塚古墳（前方後方墳，調査後消失）。 

· 姫宮古墳：前方後円墳（長軸51m），未発掘？

「姫宮」？　想像をたくましくすれば，新皇塚古墳と関連があるか？

　　　　　　大正三年に昭和天皇が陸軍大演習の際に，この古墳の上に立ち観戦した。

· 新皇塚古墳：前方後方墳（長軸60m）鉄槍・鉄刀・玉類・鏡（日本製）・鉄製武器・鉄製農耕　　　　　具類などが発掘されている。
· 天神山古墳：天満宮を祀っている。将門は菊間台に居城を構えると京都の北野に擬して「北野」と称した。京都の北野天満宮との関連があるか？

· 姉崎天神山古墳：前方後円墳（長軸125m）。姉崎古墳群の中核的存在。墳丘のくびれ部分に菅原神社（天満宮）がある。
　若宮八幡宮：源頼朝にちなむ神社。
　　1) 海を見渡せる丘の上。

　　2) 海側からの参拝路

　　3) 高良社 菊間団地に高良塚があった！

　　　　高良大社 九州の久留米にあり，平家物語などの「語り」の中枢部。

■ 桔梗御前

「御前」は、平家伝承などでも登場する女性の呼称。「御前」＝「ゴゼ」と結び付けて考える研究者もいる。茂原街道沿いの伝承？　おそらく、話の終わりは次のような内容であった？

　将門の死を知った桔梗の前は、追手を逃れようと侍女とともに川を遡り奈良の地に辿り着いた。ここには、将門が菊間で権勢を誇っていた時に建立した奈良の大仏がたっている。桔梗の前は、兄の秀郷と将門との板挟みになった運命を悲しみ、後世を祈った後に自刃した。侍女は、桔梗の前を永吉の吉野台に葬り、以降は姫の菩提を弔いながら過ごした。将門の遺品は、菊間に埋められた。（菊間［平親王山］－永吉［平親王野］）
(1) 奈良の地は、縄文時代から人々が住んでいた。それなりに栄えた地。

(2) 奈良には旧（茂原）街道が通っていたのでは？

現在の21号線（茂原街道）の南に旧道が走っている。川の北側。奈良の大仏は、川の南側の丘に建っている。

(3) 永吉と奈良の間は、産業・信仰の道があった（村田川の源流で共通？）。

(4) 相互に関連するような石碑・五輪塔・井戸などがあった？
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■平将門
→ 岩波歴史事典

平将門【たいらのまさかど】

?‐940(天慶3.2.14) 桓武平氏,高望王の孫,鎮守府将軍平良将(または良持)の子。下総北部を本拠とする。935(承平5)ころ伯父国香らと争い,939(天慶2)武蔵・常陸の紛争に介入し,常陸・下野・上野の国府を制圧し,新皇を称し関東各国に国司を任じた(承平・天慶の乱)。翌年2月に下総国幸島で藤原秀郷,平貞盛らに敗死。伝記は「将門記」。のち霊魂が信仰され,神田明神などに祀られる。
承平・天慶の乱【しょうへいてんぎょうのらん】

935(承平5)から940(天慶3)にかけて下総・常陸で私闘を繰返した平将門が,坂東諸国を襲い,国司を追放して新皇を称し,坂東諸国に受領を任命した東国の反乱と,西国の海賊を基盤に備前・播磨の国司を襲撃した藤原純友の反乱をいう。将門は935年に叔父国香や常陸大掾源護の子弟を合戦で殺害し,そのため族長伯父良兼の一族の軍と闘い,また源護の告発で政府の召喚を受けた。将門は上京・釈明し許されたが,なお合戦が続いた。
938年秋,武蔵権守興世王に抵抗する足立郡司武蔵武芝に加担し,また翌年11月常陸の藤原玄明に加担し常陸国府軍と闘い,国府を占領・略奪し,12月に下野,上野国府を襲い坂東諸国に受領を任じ,新皇に即位した。
一方藤原純友は同年12月,備前・播磨介を襲撃した。政府は都の防備を固め,東国と同様に諸国追捕使・追捕凶賊使を任じ,また純友の要求を聞き,純友の叙位を行い賊徒との分断を計った。
将門は,940年2月に下野国押領使藤原秀郷,平貞盛らの奇襲により下総国幸嶋で討たれた。
また翌年5月純友は博多津で政府軍に破れ,伊予国に敗走し警固使橘遠保に討たれた。古代国家転換期の本格的な反乱である。

　

→ Wikipedia「平将門」

平 将門（たいら の まさかど 平 將門、延喜3年（903年）? - 天慶3年2月14日（940年3月25日））は、平安時代中期の武将。通称は相馬小次郎・滝口小次郎。

桓武天皇の子孫で、平氏の姓を授けられた、高望王（たかもちおう）の孫。鎮守府将軍平良将（平良將 たいらのよしまさ／良持＝よしもちとも）の子。下総国、常陸国に広がった平氏一族の抗争に端を発し、関東諸国の国衙を襲い、印鑰を奪ったことから朝廷から敵と見なされた。京都の朝廷に対抗して独自に天皇に即位し、「新皇」を名乗った。朝廷からの独立国建設を目指したが藤原秀郷、平貞盛らにより討伐された（承平天慶の乱）。死後は御首神社、築土神社、神田明神、国王神社などに祀られる。武士の発生を示すとの評価もある。(以下、略)
■将門伝承：成田山HPより転載
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→ http://www.naritasan.or.jp/index2.html
右の『上総国尾垂浜上陸』は、朱雀天皇より密勅を受け、「不動明王」ご尊像と「天国の宝剣」を奉持し海路より東上して尾垂ケ浜に上陸した場面です。中央左の『東国争乱鎮定』は、成田の公津ケ原に不動明王を奉安し、21日間平将門乱平定の護摩を奉修満願された場面です。右の『成田山開創』は、兵乱を鎮定された不動明王の霊験に叡感された朱雀天皇が「新勝寺」の寺号を授与し、国司に命じてお堂を建立し「成田山」が開山された場面です。
開山縁起

　成田山新勝寺は、天慶3年（940年）寛朝大僧正によって、開山されました。 

　寛朝大僧正は、朱雀天皇より平将門の乱平定の密勅を受け、弘法大師が敬刻開眼された不動明王を奉持し難波の津の港（現大阪府）より海路を東上して尾垂ヶ浜（千葉県 山武郡横芝光町）に上陸、更に陸路を成田の地に至り、乱平定のため平和祈願の護摩を奉修し成満されました。

　大任を果たされた大僧正は再びご尊像とともに都へ帰ろうとしましたが不思議にもご尊像は磐石のごとく微動だにしません、やがて「我が願いは尽くる事なし、永くこの地に留まりて無辺の衆生を利益せん」との霊告が響きました。 

　これを聞いた天皇は深く感動され、国司に命じてお堂を建立し「新勝寺」の寺号を授与し、ここに東国鎮護の霊場として「成田山」が開山されました。

■将門伝承：神田明神 HPより転載

→http://www.kandamyoujin.or.jp/about.html
　御祭神 一之宮　大己貴命（おおなむちのみこと）　だいこくさま
二之宮　少彦名命（すくなひこなのみこと）　えびすさま

三之宮　平将門命（たいらのまさかどのみこと）
除災厄除の神様。延慶２年(1309)にご奉祀。平将門公は、承平・天慶年間、武士の先駆け「兵(つわもの)」として、関東の政治改革をはかり、命をかけて民衆たちを守ったお方です。明治７年(1874)に一時、摂社・将門神社に遷座されましたが、昭和59年に再びご本殿に奉祀され今日にいたっております。
東京都千代田区大手町・将門塚(東京都指定文化財)には将門公の御首をお祀りしております。

　→ wikipedia
　社伝によれば、天平2年（730年）、武蔵国豊島郡芝崎村に入植した出雲系の氏族が、大己貴命を祖神として祀ったのに始まる。神田はもと伊勢神宮の御田（おみた＝神田）があった土地で、神田の鎮めのために創建され、神田ノ宮と称した。

承平5年（935年）に敗死した平将門の首が京から持ち去られて当社の近くに葬られ、将門の首塚は東国の平氏武将の崇敬を受けた。嘉元年間（1303年 - 1306年）に疫病が流行し、これが将門の祟りであるとして供養が行われ、延慶2年（1309年）に当社の相殿神とされた。平将門神に祈願すると勝負に勝つといわれる。

江戸時代、江戸城増築に伴い現在地に遷座した。江戸城の鬼門除け、江戸総鎮守として尊崇され、神田祭の山車（当時は山車が中心だったが、明治に入ると電線の普及等により山車の数は大幅に減少した）は将軍上覧のために江戸城中に入ったので、一名「天下祭」とも言われ、江戸三大祭りの一つと言われる。現在「神田囃子」は無形文化財に指定されている。江戸初期に豪華な桃山風社殿が造営されたが、1923年の関東大震災で焼失した。その後再建され、1945年の東京大空襲では本殿・拝殿などは焼失を免れた。

明治元年、准勅祭社に指定されたが、明治7年、明治天皇が行幸するにあたって、天皇が参拝する神社に逆臣である平将門が祀られているのはあるまじきこととされて、平将門は祭神から外され、代わりに少彦名命が大洗磯前神社から勧請された。平将門神霊は境内摂社に遷されたが、戦後昭和59年（1984年）になって本社祭神に復帰した。

また、野村胡堂の代表作「銭形平次捕物控」の主人公・銭形平次が当神田明神下の長屋に住居を構えていたという設定から、敷地内に銭形平次の碑がある。（銭形平次自体は架空の人物）
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この神田明神を崇敬する者は成田山新勝寺を参拝してはいけない事と云われている。これは当時の朝廷から見て東国（関東）において叛乱を起した平将門を討伐するため、僧寛朝を神護寺護摩堂の空海作といわれる不動明王像と供に現在の成田山新勝寺へ使わせ平将門の乱鎮圧のため動護摩の儀式を行わせた。即ち、成田山新勝寺を参拝することは平将門を苦しめる事となるので、神田明神崇敬者は成田山の参詣をしてはならないとされている。

なお、同じく平将門を祭神とする築土神社にも同様の言い伝えがあり、成田山へ参詣するならば、道中に必ず災いが起こるとされた。平将門に対する信仰心は、祟りや厄災を鎮めることと密接に関わっていたのである。
→http://www.tsukudo.jp/hito-hidesato.html
1814年（文化11年）編纂の『遊歴雑記』に次のような記述がある。「下総の国成田山の不動尊は弘法大師の作ながら、俵藤原秀郷等が念願せし平の将門を調伏の尊像なるによって、神田明神 ・元鳥越明神 ・築土明神の三ヶ所の氏子はまいらず。その像へ参詣すれば氏神の祟ありて途中に煩ひ怪我などする事とかや」。
（右の画像は、秀郷）

■将門の首塚

　→ Wikipedia「将門の首塚」

伝承では、首は平安京まで送られ東の市・都大路で晒されたが、3日目に夜空に舞い上がり故郷に向かって飛んでゆき、数カ所に落ちたとされる。伝承地は数ヶ所あり、いずれも平将門の首塚とされている。その中でも最も著名なのが、東京都千代田区大手町1-2-1にある首塚である。かつてはマウンドと、内部に石室ないし石廓とみられるものがあったので、古墳であると考えられる。

この地はかつて武蔵国豊嶋郡芝崎村であった。住民は長らく将門の怨霊に苦しめられてきたという。諸国を遊行回国中であった他阿真教が徳治2年（1307年）、将門に「蓮阿弥陀仏」の法名を贈って首塚の上に自らが揮毫した板碑を建立し、かたわらの天台宗寺院日輪寺を時宗芝崎道場に改宗したという。日輪寺は、将門の「体」が訛って「神田」になったという神田明神の別当として将門信仰を伝えてきた。その後江戸時代になって日輪寺は浅草に移転させられるが、今なお神田明神とともに首塚を護持している。時宗における怨霊済度の好例である。

首塚そのものは関東大震災によって倒壊し周辺跡地に、大蔵省が建てられる事となり石室など首塚の大規模な発掘調査が行われた。その後、大蔵省が建てられるが工事関係者や大蔵省職員の相次ぐ不審死が起こり、将門の祟りが大蔵省内で噂されることとなる。大蔵省内の動揺を押さえるため昭和2年に将門鎮魂碑が建立され、神田明神の宮司が祭主となって盛大な将門鎮魂祭が執り行われる。この将門鎮魂碑には日輪寺にある他阿真教上人の直筆の石版から「南無阿弥陀仏」が拓本された。
【参考】将門首塚を考える

→　http://www.k2.dion.ne.jp/~hike/fest.html
織田完之が明治40年に刊行した「平将門故蹟考」には平面図とともに当時の塚の状況が記されている。
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それによると敷地内には大きな池がありそのほとりに塚があった。樅の木、しいの木などの巨木が生い茂り昼なお暗く鬼気迫るものがあったという。

塚の前に礎石が置かれその上に石灯籠が立っていた。板碑は紛失して行方知れず。また池の傍らには古い井戸があり将門公首洗いの井戸と伝えられていたとも書いている。

ところで地図を見ると大蔵省の正門は大手町通りすなわち東向きに付けられている。塚もそちら側に向いて全体がつくられていたと思われる。

現在、参道は南から北へ、板碑は西側を向いている。明治以降、この塚が幾多の変遷をたどったことがうかがわれる。
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� 1804年


� 1372年 南北朝，応安は北朝側で使用された。足利義満の時代。足利義満は，飯香岡八幡宮に神輿四基を奉納している。将門の命日は，二月十四日。


�http://waiwai.map.yahoo.co.jp/spot?sid=o9JrmbSGh9QWelTX0qMYlRyLedjsHDeYHkzgFg5C&mid=rE8scJbEm9IxfyXXXfvyPcYK4KRMGYk-


� 潤井戸から市津に至り，瀬又へ向かう道との分岐点の東側永吉。吉野谷は，浜野ゴルフクラブの手前。


� 「新皇」は，平将門をさす？ 「姫宮」が問題になる？
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